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⽇本アイ・ビー・エム株式会社

常務執⾏役員コンサルティング事業本部 成⻑戦略統括事業部⻑

川上 結⼦

エージェント型AIで加速する
ビジネス⽣産性向上と新たな価値創造
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+AI AI+
AI主導の業務に再構築
⼈は監督にシフト

⼈が主体の業務に
AIを活⽤して効率化
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エージェント
[ 受付 ]

エージェント
[ 文書生成 ]

エージェント
[ 完了報告 ]

複数のエージェントが⾃律的に連携する「エージェント型AI」

エージェント
[ 計画管理 ]

エージェント
[ オーケストレーション ]

エージェント
[ 人事システム操作 ]

計画立案タスク分類 作業実行操作指示

手順書
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競争優位性の実現

⼿作業の⾃動化によるコスト削減

データとインサイトへのアクセス改善による意思決定の向上
69%

67%

47%

出展: IBM独⾃調査 - IBV Agentic Pulse Survey (n=400)

企業にエージェント型AIを導⼊する最も重要な利点は？
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複数Agentの
統合管理が難しい

「AI+」な企業変⾰の
未来像を描けない

AIで活⽤するための
データが整っていない

エージェント型AIを導⼊する際の課題は？
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銀行 / 保険

自動車

電気・ガス

製造

ライフサイエンス

小売

通信

旅行 / 運輸

石油・化学

IBM Consulting Advantage for Agentic Applications
業界・業務別のエージェント型AIの未来の標準業務プロセスとソフトウェアを提供

業界特化エージェント型 AI 業務特化型エージェント型AI

Claims 
Operation

Accoun
t 

Openin
g

Lending Power of 
Attorney

Autonomous 
Inspection 

Video 
Surveillance

Value 
Creation

Tour
Arrangement

Regulatory 
Approval

Contract 
Management

Customer
Self-Service

営業
カスタマー
サービス

調達
SCM*1 ⼈事 財務/経理

マーケ
ティング

Customer
Self-Service

Product & Service 
Recommendation

Contact Center 
Operation

Contract 
Management

Procure 
To Pay

Invoice
Processing

AskHR
for Employee

Digital Marketing
Plan & Execution 

Biz Analysis 
& Strategic 

Planning

Opportunity 
Identifying & 

Proposal

ITシステム
サイバー・
セキュリティー

System 
Modernization

Autonomous 
Threat Operations 

Machine

Test 
Automation

Autonomous 
Risk & Compliance

Construction 
Planning

Image 
Diagnosis

Churn
Management

Onboarding & 
Offboarding

Social Insurance
Procedure

Profitability
Improvement

Knowledge
Inheritance

Near-miss 
Incident

Management

Contract 
Procedures

SCM*1 : サプライチェーン・マネジメントの略

Accounts
Payable 

Management

Predictive Threat 
Intelligence

Digital 
Engagement

Expense 
Reconciliation

Sales
Support

Network 
Trouble-
shooting

Contact Center 
Agent Assist

Assistant Pack 
for Adobe

Adobe AMS
agent

Vendor 
Selection

Procurement 
Advisor

Quotation 
Support

HR BPO
Agents

Payroll & 
Payment

Client 
Onboardin

g

Demand 
Response 

Assist

⾃社開発したエージェント型AIのソフトウェア・ソリューションを
100種類以上提供し、企業業務の25%の完全⾃動化を⽬指す

Application
Development



パナソニックフィナンシャル＆HRプロパートナーズ株式会社
専務取締役
HRプロフェッショナルサービスセンター 所⻑
米澤 肇 氏
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パナソニック ホールディングス㈱

パナソニック オペレーショナルエクセレンス株式会社

//

パナソニック インダストリー株式会社

パナソニック エナジー株式会社

パナソニック エンターテインメント＆コミュニケーション株式会社

パナソニック コネクト株式会社

パナソニック ハウジングソリューションズ株式会社

パナソニック株式会社

パナソニック フィナンシャル＆HRプロパートナーズ株式会社

シェアードサービス会社として、
⼈事及び経理・財務業務サービスを提供

会社概要・業務内容
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取り巻く状況 ⽬指すべき姿

最新テクノロジー活⽤によ
る属⼈化からの脱却、
既存業務の省⼈化

外部組織を含めた
業務プロセス全体の
効率化・標準化 BPR

⽣成AI

チェンジ・
マネジメント

実現の
ための
主要素

1

2

間接費
削減

• 現状の⾼い間接費⽐率を下げるべく、
グループ全体の構造改⾰を推進中

従業員
⾼齢化

• 労務構成上、将来のベテラン社員の
⼤量退職に備え、属⼈化からの脱却
が急務

• 事業会社の独⾃制度化に対して、新
規戦⼒が早期に活躍できる体制構築
が必要

本取り組みの背景・⽬指すべき姿
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期待効果

対象領域全体で

66.4%
⼯数削減

定量効果 定性効果

削減されたリソースは
新規分野・ビジネスへの挑戦にシフト

参画メンバーの成⻑

チェンジマネジメントの実現により
継続的に変⾰が可能な組織へ

当初、参画メンバーは上司やコンサルタントからの指⽰
待ち状態。本取り組みを通じて、業務理解を深め、「オ
ペレーター」から業務プロセスの「デザイナー」へと⾃
⾝の役割認識が変化。
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複数Agentの
統合管理が難しい

「AI+」な企業変⾰の
未来像を描けない

AIを活⽤するための
データが整っていない

エージェント型AIを導⼊する際の課題は？
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エージェント型AIのオーケストレーション

⾃社開発エージェント
エージェント型AI

watsonx Orchestrate

カスタム
AI Agent

カスタム
AI Agent

カスタム
AI Agent

チャット ⾳声認識Slack

エンド・ユーザー

事前定義済エージェント

AIエージェントを統合・協調動作させる watsonx Orchestrate

パッケージ製品との統合

業務プロセスフロー定義

400以上のツール利⽤

企業データ



SAPジャパン株式会社
常務執⾏役員
最⾼事業責任者
堀川 嘉朗 氏



AIをビジネスインパクト(業務効果)につなげるための条件

3. すぐに使えること

2. データが正しいこと

1. 業務プロセスに組み込まれていること



SAP Business Suite
アプリケーション＋データ＋AI がお客様の⽣産性向上に不可⽋

⽐類のない
Applications

⽐類のない
Data

⽐類のない 
AI

powered by SAP Business 
Technology Platform 財務会計

管理
⽀出管理⼈事・⼈材

管理
サプライチェーン

管理

共通データモデルでセマンティック(⽤語/意味) が整合された SAP および Non-SAP データプロダクト

顧客管理

3. すぐに使えること

2. データが正しいこと

1. 業務プロセスに組み
込まれていること



⽇本オラクル株式会社
執⾏役員 クラウド･アプリケーション事業統括
アプリケーション・ソリューション戦略統括
塚越 秀吉 氏
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IBMとオラクルの共創によるAgent型AIで
ビジネス⽣産性向上と新たな価値創造を加速化

IBMとオラクル、エージェント型 AI とハイブリッドクラウドの推進に向けパートナーシップを拡⼤
https://jp.newsroom.ibm.com/2025-05-14-ibm-and-oracle-expand-partnership-to-advance-agentic-ai-and-hybrid-cloud

将来性︓製品軸を跨ぐ150を超える
AI Agentを4半期毎に拡充

⽣産性向上︓Oracle AI Agentは
Oracle Fusion Applicationsに組込

価値創造︓watsonxと
OpenShiftをOCIがサポート

AI Data Platform
最適なAIデータ基盤

AI Service
広範なAI関連サービス

Oracle Fusion 
Applications
オートメーション & 
ユーザー・インタフェース

OCI offers instances with 8 NVIDIA H100 
or NVIDIA A100 GPUs scalable to 1000s

1,600 Gb/sec of bandwidth per server and 
200 Gb/sec of bandwidth per A100 GPU

インテグレーション・サービス データ管理データ・ソース

予測/⽣成AI

RDMA over Converged Ethernet v2 Compute GPU: bare metal, VMs, Kubernetes

Data Science ベクター・データベース

Big Data 
with Hadoop

Data Flow
With Spark

Database
23ai

MySQL
HeatWave

Any Source
Oracle Apps

アナリティクス
カスタマー

エクスペリエンス サブライチェーンERP/EPM

GoldenGate Streaming Data 
Integration

OCI 
Cache

⼈材管理

NoSQL

AIエージェント マネージドAI

NVIDIA
AMD OCI

OCI :Oracle Cloud 
Infrastructure
モデル・トレーニング、
ファイン・チューニング、推論



株式会社セールスフォース・ジャパン
常務執⾏役員 ソリューション統括本部
公共・⾦融・地域SXソリューション本部本部⻑
高木 大輔 氏
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複数Agentの
統合管理が難しい

「AI+」な企業変⾰の
未来像を描けない

AIで活⽤するための
データが整っていない

エージェント型AIを導⼊する際の課題は？
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分断されたデータを仮想的に統合して経営の武器に

セールス

⼈事

調達

マーケ
ティング

サプライ
チェーン

分断化された
業務データ

会計 AI活⽤の加速
業務全体で活⽤

レポート業務の
効率化・⾼度化

データとインサイト
へのアクセス改善

IBMでの
導⼊実践効果

20+ 40% 2億ドル
サイロ化されたレポート
作成プラットフォームの廃⽌

財務計画と分析の
⽣産性向上

2024年の
年間ビジネス効果 

watsonx.data
watsonx.governance Cognos

分散したデータを
仮想的に統合

データ・ファブリック

仮想統合データベース

Guardium
・データ・カタログ
・データ統合
・データ・ガバナンス
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質問
(プロンプト)

既成基盤モデル

誰かが作った基盤モデルを
“上⼿く使う”

チューニング

⾃社構築基盤モデル

学習

運⽤管理
ガバナンス

質問
(プロンプト)

価値を⽣み出すために独⾃の基盤モデルを
“教育する”・“作り出す”

競争⼒強化の鍵は「汎⽤型」と「特化型」の組み合わせ

競争⼒あるAI戦略の実現

特化型AIモデル汎⽤型AIモデル

取り組みやすい

特化領域で
⾼精度 説明責任が

果たしやすい

安全性・
確実性

強い推論能⼒

少メモリ・
⾼精度・⾼速

幅広い知識
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エージェント
[ 受付 ]

エージェント
[ 文書生成 ]

エージェント
[ 完了報告 ]

汎⽤型×特化型で実現する、真の競争⼒あるAIエージェント

エージェント
[ 計画管理 ]

エージェント
[ オーケストレーション ]

エージェント
[ 人事システム操作 ]

計画立案タスク分類 作業実行操作指示

手順書

汎⽤型AIモデル 汎⽤型AIモデル 汎⽤型AIモデル

特化型AIモデル

特化型AIモデル

特化型AIモデル
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業務をAI+に任せ、
⼈は未来の競争⼒を創る
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